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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
、
５
月
末
に
開
催
予
定
の

「
同
志
社
東
京
・
春
の
集
い
２
０
２
０
」
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
４

月
１
日
、
同
志
社
大
学
の
学
長
に
就
任
さ
れ
た
植
木
朝
子
先
生
に
は
、

多
方
面
か
ら
注
目
を
浴
び
る
中
、「
春
の
集
い
」で
ご
講
演
を
い
た
だ
き
、

新
学
長
と
し
て
の
抱
負
な
ど
を
お
聴
か
せ
い
た
だ
く
予
定
で
し
た
。
残

念
な
が
ら
、
そ
れ
も
叶
わ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
講
演
の

代
わ
り
と
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
素
は
、
本
学
の
教
育
研
究
活
動

に
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
２
０
２
０
年
度
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
と
い
う

未
曽
有
の
恐
怖
と
不
安
の
中
に
始
ま

コ
ロ
ナ
の
時
代
の
私
た
ち

　

イ
タ
リ
ア
の
作
家
、パ
オ
ロ
・
ジ
ョ

ル
ダ
ー
ノ
が
著
し
た
『
コ
ロ
ナ
の
時

代
の
僕
ら
』
が
話
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
本
は
、
本
年
２
月
29
日

か
ら
３
月
４
日
ま
で
の
日
々
を
記
し

た
エ
ッ
セ
イ
集
で
す
。
こ
の
エ
ッ
セ

イ
を
読
む
と
、
科
学
的
な
視
点
と
正

し
く
恐
れ
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と

で
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を
含
め
た

真
偽
の
わ
か
ら
な
い
情
報
に
振
り
回

さ
れ
ず
、
混
迷
の
日
々
を
少
し
は
心

穏
や
か
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
る
と

感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
本
書
は
そ
こ
で

創
立
１
５
０
周
年
に
向
け
て

第
34
代
学
長
　
植
木
朝
子

り
ま
し
た
。
校
友
会
の
活
動
も
大
幅

な
制
限
を
強
い
ら
れ
、「
同
志
社
東

京
・
春
の
集
い
２
０
２
０
」
も
中
止

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
こ
と
は
、

誠
に
残
念
で
す
。
入
念
に
準
備
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
た
皆
様
の
こ
と
を
思

い
ま
す
と
本
当
に
胸
が
痛
み
ま
す
。

終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。筆
者
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
が
人
間
に
伝
染
し
た
そ

も
そ
も
の
き
っ
か
け
は
、
環
境
破
壊

や
温
暖
化
と
い
っ
た
現
代
人
の
生
活

ス
タ
イ
ル
が
生
ん
だ
問
題
に
発
す
る

の
で
は
な
い
か
と
し
、
コ
ロ
ナ
の
流

行
が
終
息
し
た
後
も
、
必
ず
新
し
い

感
染
症
の
流
行
が
起
こ
る
と
予
測
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
う
い
う
新

た
な
危
機
に
今
の
う
ち
か
ら
備
え
る

一
方
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
価
値
観

の
も
と
で
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
未

来
の
在
り
方
を
各
自
が
模
索
す
る
大

切
さ
を
説
い
て
い
る
の
で
す
。

大
学
の
未
来

　

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
は
新
た
な

価
値
観
の
も
と
で
、
新
た
な
生
き
方

を
考
え
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

複
雑
で
不
透
明
な
時
代
を
生
き
抜
く

た
め
に
、
私
た
ち
に
は
多
様
な
価
値

観
を
理
解
し
、
そ
の
違
い
を
新
た
な

創
造
へ
導
く
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

大
学
と
は
、
主
体
的
創
造
の
源
と

し
て
の
「
知
」
の
共
同
体
で
す
。
そ

し
て
、
同
志
社
大
学
は
「
徳
」
の
共

同
体
を
基
礎
と
し
た
「
知
」
の
共
同

体
の
構
築
を
目
指
し
て
き
た
点
で
唯

一
無
二
の
大
学
で
す
。

　

本
学
は
、
創
立
者
新
島
襄
が
『
同

志
社
大
学
設
立
の
旨
意
』
で
宣
言
し

て
い
る
と
お
り
、
自
治
自
立
の
精
神

に
富
み
、
自
由
を
尊
び
、
良
心
を
手

腕
に
運
用
す
る
志
高
き
人
物
の
育
成

を
目
指
し
て
、
教
育
研
究
活
動
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
本

学
が
守
り
続
け
て
き
た
建
学
の
精
神

を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
同
時
に
そ
れ

ぞ
れ
の
時
代
背
景
に
適
応
し
た
同
志

社
教
育
の
新
た
な
形
を
示
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

１
５
０
周
年
に
向
け
て

　

喫
緊
の
課
題
と
し
て
、
大
学
は
、

刻
々
と
変
わ
る
事
態
に
対
応
し
、
困

窮
学
生
へ
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
、

教
育
を
止
め
な
い
と
い
う
大
学
の
使

命
を
果
た
し
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
、
中
長
期
的
な
視
野
に
立
っ

て
、
２
０
２
５
年
の
創
立
１
５
０
周

年
に
向
け
た
新
た
な
学
び
の
形
を
示

し
て
い
る
の
が
、「
同
志
社
大
学
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
２
５
」
で
す
。

　

現
在
、
本
学
で
は
、
こ
の
ビ
ジ
ョ

ン
に
基
づ
き
、「
学
び
の
か
た
ち
の

新
展
開
」「
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の

質
的
向
上
」「
創
造
と
共
同
に
よ
る

研
究
力
の
向
上
」「『
志
』
あ
る
人
物

の
受
入
れ
」「『
国
際
主
義
』
の
更
な

る
深
化
」「
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
展
開
」、

す
な
わ
ち
、
教
育
・
学
生
支
援
・
研

究
・
入
試
・
国
際
化
・
広
報
の
各
方

面
で
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。
３
月

末
に
は
、
松
岡
前
学
長
が
実
施
し
た

植木朝子学長
1990 年お茶の水女子大学文教育学部国文
学科卒業。同大学助手などを経て、2005
年 同 志 社 大 学 文 学 部 国 文 学 科 助 教 授、
2007 年同大学文学部国文学科教授。2017
年から副学長。同年より教育支援機構長も
務め、2020 年４月から現職。専門は日本
中世文学。

首
都
圏
の

の

校

皆

友

様
へ
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取
組
を
『PRO

GRESS REPO
RT

（2016‒2019

）』
と
し
て
ま
と
め
ま

し
た
。

　

こ
の
た
び
の
学
長
就
任
に
あ
た
り

ま
し
て
は
、
副
学
長
と
し
て
の
３
年

間
の
経
験
を
生
か
し
、「
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
２
５
」
を
発
展
的
に
継
承
し
、

未
達
成
課
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
実

現
可
能
な
年
次
計
画
を
立
て
て
、
着

実
に
遂
行
し
て
い
く
所
存
で
す
。
特

に
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進
に
は

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
の
う
ち
、「
ブ
ラ
ン
ド

戦
略
の
展
開
」
に
お
き
ま
し
て
は
、

「
卒
業
生
と
の
生
涯
に
わ
た
る
連
携
」

を
掲
げ
、
同
志
社
大
学
カ
ー
ド
の
製

作
や
募
金
活
動
の
体
制
構
築
を
進
め

て
参
り
ま
し
た
。
特
に
２
０
１
７

年
よ
り
開
始
し
た
「2025 A

LL 
D

O
SH

ISH
A

 

募
金
」
に
は
、
す
で

に
多
く
の
校
友
の
皆
様
か
ら
貴
重
な

ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
と

と
も
に
、
各
支
部
の
募
金
担
当
者
の

皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
改
め
ま
し
て
、
心
か
ら
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

卒
業
生
の
力

　

私
は
、
２
０
０
５
年
に
同
志
社
大

学
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
外
か
ら

来
た
者
と
し
て
、
大
変
感
動
い
た
し

ま
し
た
の
は
、「
人
一
人
は
大
切
な

り
」と
い
う
新
島
襄
の
精
神
が
、キ
ャ

ン
パ
ス
全
体
に
深
く
浸
透
し
て
い
る

こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。そ
し
て
ま
た
、

14
学
部
16
研
究
科
の
幅
広
い
教
育
の

背
景
に
、
良
心
を
信
頼
し
合
う
人
と

人
の
関
係
が
確
か
に
構
築
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
同
志
社
大
学
を
作

り
、
今
日
の
地
位
を
築
き
上
げ
た
の

は
、
長
い
間
の
教
員
と
職
員
の
努
力

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、

本
学
卒
業
生
の
社
会
の
諸
分
野
で
の

活
躍
こ
そ
、
同
志
社
を
今
日
あ
ら
し

め
て
い
る
最
大
の
要
因
で
す
。

　

同
志
社
大
学
の
教
育
の
優
れ
た

質
が
本
学
卒
業
生
の
質
を
担
保
し
、

卒
業
生
の
質
が
本
学
の
教
育
の
質

を
確
証
し
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
卒
業
生
が
ひ
と
り
残
ら
ず
、
同

志
社
大
学
の
卒
業
生
で
あ
る
こ
と

に
誇
り
を
も
ち
、
そ
の
誇
り
を
胸
に

社
会
を
生
き
抜
い
て
い
け
る
よ
う

に
、
そ
し
て
ま
た
、
良
心
を
手
腕
に

運
用
す
る
人
物
た
ち
を
世
に
送
り

出
す
こ
と
で
よ
り
よ
い
社
会
を
実

現
し
て
い
く
と
い
う
同
志
社
大
学

の
使
命
を
果
た
せ
る
よ
う
に
、
微
力

を
尽
く
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
、
ご
鞭
撻
を
切
に

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

写
真
提
供
／
同
志
社
大
学
校
友
課

井上禮之同志社校友会会長

松岡学長より名誉学位の授与大学関係者と記念撮影

　

同
志
社
校
友
会
の
井
上
禮
之
会

長
（
ダ
イ
キ
ン
工
業
株
式
会
社
取

締
役
会
長
兼
グ
ロ
ー
バ
ル
グ
ル
ー

プ
代
表
執
行
役
員
）
に
、
同
志
社

大
学
か
ら
「
名
誉
文
化
博
士
」
の

学
位
が
贈
呈
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、３
月
28
日（
土
）、今
出
川
キ
ャ

ン
パ
ス
に
お
い
て
「
名
誉
学
位
贈

呈
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

井
上
会
長
は
、同
志
社
中
学
校
・

高
等
学
校
を
経
て
、
１
９
５
７
年

（
昭
和
32
年
）
に
経
済
学
部
を
卒

業
後
、
大
阪
金
属
工
業
株
式
会
社

（
現
・
ダ
イ
キ
ン
工
業
株
式
会
社
）

に
入
社
。
入
社
後
は
、
卓
越
し
た
経

営
手
腕
を
発
揮
し
て
、
同
社
を
世
界

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
空
調
機
メ
ー
カ
ー

に
成
長
さ
せ
る
と
い
う
素
晴
ら
し
い

実
績
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
名
誉
学
位
贈
呈
式
」
で
は
、
実

業
家
と
し
て
の
顕
著
な
実
績
と
、
同

志
社
校
友
会
会
長
・
学
校
法
人
同
志

社
理
事
と
し
て
の
大
学
へ
の
多
大
な

貢
献
を
称
え
て
、
松
岡
敬
学
長
か
ら

「
名
誉
文
化
博
士
」
の
学
位
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

文
責
／
新
田
博
伸（
77
年
・
法
）

写
真
提
供
／
同
志
社
大
学
校
友
課

井
上
校
友
会
長
に
名
誉
学
位
贈
呈
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【東京ジャーナル創刊30周年記念特集】

創刊号（1990年・平成2年）～32号（1998年・平成10年）
徳弘支部長（昭和61年～平成8年）～太田支部長（平成8～10年）

誌面で振り返る東京校友会30年のあゆみ（１）

1990年（平成2年）2月22日「同志社東京ニュース」創刊

創刊号を手に
西村四郎東京ニュース
初代編集長

（101号、2015年10月発行より）

（101号、2015年10月発行より）

硬式野球部　神宮大会で2度目の日本一！
（5号、1991年２月発行）

徳弘支部長時代に西村編集
長のもと「東京ニュース」が
創刊されました。

4
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1998年3月29日、「第1回 春の集い」開催
（32号、1998年5月発行）

同志社ラグビー黄金時代を築いた名将、
岡仁詩教授「同志社ラグビー」の講演会

（19号、1994年8月発行）

大相撲 伊勢ノ海部屋の打ち上げ会に出席
土佐ノ海（1994年・商）を激励

（25号、1996年2月発行）

財政基盤の確立を目指し、年間2,500円の
「通信費及び運営・連絡協力費」を設置
（30号、1997年10月発行）

5
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東京支部事務局が渋谷へ移転
（33号、1998年8月発行）

「2000年 春の集い」のゲストは江崎玲於奈さん（40号、2000年5月発行）

1976年から開催されていた「新島襄終焉の地碑前祭」に加えて、「新島襄生誕
の地碑前祭」が開催されるようになったのは2000年のことだった

（39号、2000年2月発行）

東京新島講座 公開講演会 （38号、1999年11月発行）

【東京ジャーナル創刊30周年記念特集】

33号（1998 年・平成10 年）　～82号（2010 年・平成 22 年） 
西村支部長（平成10～14年）～堀内支部長（平成14～17年）

～雲川支部長（平成17～19年）～木村支部長・会長（平成19～22年）

誌面で振り返る東京校友会30年のあゆみ（２）

6
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東京支部の
ホームページを開設

（42号、2000年11月発行）

東京支部事務局が日本橋へ移転
（50号、2002年12月発行） 2000年に「特別協力会員制度」が創設され、同年11月13日には

「第1回同志社東京エグゼクティブの集い」が開催された
（42号、2000年11月発行）

団体名称が「東京支部」から「東京校友会」に変更され、
東京校友会事務局が大手町に移転した

（59号、2005年3月発行）

東京支部発行の題字

（60号、2005年6月発行）

東京校友会発行の題字 

「同志社キャンパスフェスタ in 東京」開催
 （82号、2010年12月発行）

7



DOSHISHA
TOKYO  JOURNAL

「創刊100号突破記念特大号」（24ページ）
（101号、2015年10月発行）

2011年3月11日、東日本大震災が発生、「春の集い」は中止、
東京校友会は義援金を募集（84号、2011年6月発行）

義援金は、その後425万
5千円になった

（101号、2015年10月）

2013年のＮＨＫ大河ドラマが「八重の桜」に決定（85号、2011年9月発行）

84号より「東京ニュース」から「東京ジャーナル」に誌名を変更

同早定期野球戦が37年ぶりに復活（95号、2014年4月発行）

83号（2011年・平成 23 年）～120 号（2020 年・令和 2年）
児玉会長（平成23年～令和2年）

【東京ジャーナル創刊30周年記念特集】

誌面で振り返る東京校友会30年のあゆみ（３）
2011年には東日本大震災が発生。
2017年、東京校友会は120周年に。

8
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「春の集い」は、1998年に始まり2018年に第20回を迎えた
第9回から第19回までロイヤルパークホテルで開催されていたが、
第20回からは会場をホテルニューオータニに移して行われている

（111号、2018年4月発行）

「2017年春の集い」は、1897年（明治30年）に校友会東京支部が発足して
120周年にあたり、「120周年記念祭」として開催された

（108号、2017年7月発行）

第100回同志社･慶應義塾ラグビー定期戦で快勝！（108号、2017年7月発行）
「誌面で振り返る東京校友会30年のあゆみ」

企画・制作／新田博伸（1977年・法）

9
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彦
（
69
年
・
経
）

で
す
。

Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｂ
会

　

Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
Ｏ

Ｂ
会
は
実
に
幅

が
広
く
そ
の
数

も
40
以
上
が
存

在
し
ま
す
。
そ

の
中
の
一
つ
で

最
大
の
も
の
が

東
京
Ｏ
Ｂ
会
で

副
会
長
の
中
村
友
一
大
先
輩
は
じ
め

１
９
５
５
年
前
後
の
諸
先
輩
か
ら

２
０
１
９
年
に
卒
業
し
た
て
の
新
社

会
人
ま
で
、
会
員
の
層
の
厚
さ
広
さ

は
半
世
紀
ど
こ
ろ
か
60
年
以
上
に
ま

た
が
り
、
同
志
社
内
外
で
例
を
見
な

い
組
織
と
な
っ
て
い
ま
す
。
４
５
０

名
の
会
員
を
擁
し
、
21
名
の
世
話
人

が
世
話
人
会
を
も
っ
て
運
営
し
て
い

ま
す
。
世
話
人
代
表
チ
ー
ム
は
、
江

口
和
哉
（
82
年
・
商
）、
寳
野
和
美

（
82
年
・
商
）、
天
野
弘
（
82
年
・
経
）、

岩
崎
英
夫
（
83
年
・
法
）、
近
藤
義

さ
れ
た
時
の
も
の
で
す
。

東
京
Ｏ
Ｂ
会

　

団
体
の
名
称
は
「
Ｅ
Ｓ
Ｓ
東
京
Ｏ

Ｂ
会
」
で
す
が
、
写
真
の
横
断
幕

に
記
載
の
あ
る
通
り
、
英
文
の
呼

称
はD

oshisha U
niversity ESS 

A
lum

ni A
ssociation

で
す
。
で
す

か
ら
東
京
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で

は
な
く
、
国
内
外
広
い
範
囲
の
卒
業

生
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
志

社
総
長
・
理
事
長
の
八
田
英
二
先
生

や
同
志
社
理
事
・
同
志
社
校
友
会

同志社総長・理事長の八田英二先生も会員のひとり

　
同
志
社
英
学
校
が
１
８
７
５

年
に
創
立
さ
れ
て
今
年
１
４
５

年
を
迎
え
ま
す
。
Ｅ
Ｓ
Ｓ
は

１
９
２
０
年
創
設
で
す
の
で

１
０
０
周
年
記
念
の
Ｏ
Ｂ
会
が

来
年
２
０
２
１
年
７
月
４
日

（
日
）に
神
楽
坂
の
ア
グ
ネ
ス
ホ

テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。一
年

後
の
話
で
す
が
今
か
ら
ワ
ク
ワ

ク
し
て
い
ま
す
。

キ
ュ
リ
ー
（
水
星
）、
ネ
プ
チ
ュ
ー

ン（
海
王
星
）、ユ
ラ
ナ
ス（
天
王
星
）、

サ
タ
ー
ン（
土
星
）、ヴ
ィ
ー
ナ
ス（
金

星
）
や
グ
ル
ー
プ
セ
ク
シ
ョ
ン
の
Ｏ

Ｂ
会
、
こ
れ
ら
組
織
の
そ
れ
ぞ
れ
の

年
次
会
等
々
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
12
月
７
日
（
土
）
に
は
、
昼

前
か
ら
同
志
社
大
学
今
出
川
キ
ャ
ン

パ
ス
の
弘
風
館
Ｋ
31
号
教
室
に
、
こ

れ
ら
ユ
ラ
ナ
ス
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
等
々
出
身
の
Ｏ
Ｂ
や
Ｅ
Ｓ
Ｓ
現
役

学
生
諸
君
を
含
む
30
名
が
集
い
、
グ

ル
ー
プ
セ
ク
シ
ョ
ン
Ｏ
Ｂ
会
と
し
て

初
め
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

登
録
団
体
活
動
レ
ポ
ー
ト

Ｅ
Ｓ
Ｓ
東
京
Ｏ
Ｂ
会

Ｅ
Ｓ
Ｓ
１
０
０
周
年
の
節
目
に
向
け
て

団体概要

【団体名】
同志社大学ＥＳＳ東京ＯＢ会

【設立年月日】
1920年

【代表者】
世話人代表
近藤義彦（1969 年・経）

【会員数】
450名

【連絡先】
090-2658-1423

（世話人代表チーム） 

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

　

東
京
校
友
会
の
春
の
集
い
も
残
念

な
が
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
Ｅ
Ｓ

Ｓ
（English Speaking Society

）

１
０
０
周
年
記
念
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
は

当
初
今
年
７
月
５
日
（
日
）
に
開
催

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
の
影
響
で
同

様
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
分
ま
で
来
年
７
月
４
日（
日
）

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
写
真
は
昨
年
２
０
１
９
年
７

月
７
日
に
ア
グ
ネ
ス
ホ
テ
ル
で
開
催

令和初の東京ＯＢ会（アグネスホテル）

わ
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
英
語
で
、

で
す
。
そ
の
後
、
円
山
公
園
に
場
を

移
し
60
名
で
の
懇
親
会
が
開
催
さ
れ

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

楽
し
い
集
い
を

　

東
京
の
ア
グ
ネ
ス
ホ
テ
ル
で
の
年

１
回
の
集
い
は
、会
場
に
到
着
次
第
、

お
待
た
せ
す
る
こ
と
な
く
生
ビ
ー
ル

等
飲
み
物
が
供
さ
れ
ま
す
。
若
い
世

代
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
笑
顔
が
あ
ふ

れ
る
会
が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。
東
京
校

友
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ

た
写
真
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

す
。
東
京
Ｏ
Ｂ
会
以
外

に
は
最
近
ま
で
関
西
Ｏ

Ｂ
会
と
云
う
名
称
だ
っ

た
京
都
を
ベ
ー
ス
に
し

た
Ｅ
Ｓ
Ｓ
同
窓
会
、
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
Ａ
か

ら
Ｏ
ま
で
存
在
し
た
15

グ
ル
ー
プ
の
Ｏ
Ｂ
会
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
セ

ク
シ
ョ
ン
、
デ
ィ
ベ
イ

ト
セ
ク
シ
ョ
ン
、
ス

ピ
ー
チ
セ
ク
シ
ョ
ン
、

ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
テ
ィ

ン
グ
、
ド
ラ
マ
の
Ｏ
Ｂ

会
。
ア
ク
ウ
ェ
リ
ア
ス

（
水
瓶
座
）、
ジ
ェ
ネ
シ

ス
（
創
世
）、
ジ
ュ
ピ

タ
ー
（
木
星
）、
マ
ー

近
藤
義
彦（
69
年・経
）
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く
、
ま
た
出
来
映
え
も
素
晴
ら
し
い

も
の
が
沢
山
あ
っ
た
。

　

Ａ
組
一
井
三
郎
先
生
（
国
語
）
の

ク
ラ
ス
は
、「
チ
ン
チ
ン
電
車
」、
我

が
Ｂ
組
前
田
哲
男
先
生
（
西
洋
史
）

の
ク
ラ
ス
は
「
蒙
古
の
軍
船
」、Ｃ
組

伊
藤
寛
重
先
生
（
体
育
）
の
ク
ラ
ス

は
、「
平
安
絵
巻
の
牛
車
」、
Ｄ
組
杉

井
六
郎
先
生
（
日
本
史
）
の
ク
ラ
ス

は
、「
ク
ジ
ラ
」、
Ｅ
組
八
塚
次
郎
先

生
（
英
語
）
の
ク
ラ
ス
は
「
闘
牛
の

牛
」、
そ
し
て
Ｆ
組
上
田
堅
一
朗
先

生
（
数
学
）
の
ク
ラ
ス
は
「
マ
ー
メ

イ
ド
」
と
、
本
当
に
多
種
多
様
な
神

輿
が
揃
っ
た
。

　

私
達
の
ク
ラ
ス
は
担
任
の
前
田
先

生
が
西
洋
史
専
攻
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
協
議
の
結
果
「
蒙
古
襲
来
」
と

い
う
テ
ー
マ
に
決
ま
っ
た
。

　

蒙
古
か
ら
攻
め
て
来
る
軍
船
を
イ

メ
ー
ジ
し
、
簡
単
な
設
計
図
を
基
に

製
作
を
開
始
、
放
課
後
毎
日
暗
く
な

る
ま
で
そ
れ
に
没
頭
し
た
。

　

簡
単
な
図
面
は
私
が
書
い
た
よ
う

に
記
憶
し
て
い
る
が
、
な
か
な
か
そ

の
通
り
に
は
進
ま
な
い
。
長
い
製
作

時
間
を
費
や
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

結
果
は
思
う
よ
う
に
い
か
な
か
っ
た
。

写
真
を
見
て
い
た
だ
く
と
良
く
分
か

　

同
志
社
高
校
で
忘
れ
ら
れ
な
い
も

の
の
一
つ
に
「
ど
ん
ち
」
が
あ
る
。

「
ど
ん
ち
」と
は
ど
う
い
う
意
味
？
と

改
め
て
聞
か
れ
て
も
、
は
て
ど
う
い

う
こ
と
だ
っ
た
の
か
、
全
く
忘
れ
て

し
ま
っ
た
。
多
分
ど
ん
ち
ゃ
ん
騒
ぎ

か
ら
名
付
け
ら
れ
た
の
だ
と
思
う
。

　

そ
れ
は
、
三
年
生
だ
け
に
与
え
ら

れ
た
ク
ラ
ス
対
抗
の
神
輿
作
り
で
、

そ
れ
を
文
化
祭
の
最
終
日
に
運
動
場

を
練
り
歩
き
大
騒
ぎ
を
す
る
の
だ
。

神
輿
は
、
各
ク
ラ
ス
工
夫
を
凝
ら
し

た
も
の
ば
か
り
で
、
一
ヶ
月
く
ら
い

前
か
ら
製
作
に
か
か
り
、
全
員
で
造

り
上
げ
る
。
題
材
は
ク
ラ
ス
で
考
え

る
の
だ
が
、
結
構
凝
っ
た
も
の
が
多

片
桐
家
同
志
社
五
代
記

連
企

載
画

る
が
、
凡
そ
私
が
考
え
て
い
た
も
の

と
は
異
な
り
、
形
、
色
、
装
飾
な
ど

イ
メ
ー
ジ
か
ら
は
全
く
違
う
も
の
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
に
、
出
来
映
え
は
決
し

て
良
い
も
の
と
は
い
え
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
や
り
き
っ
た
と
い
う
気
持

ち
だ
け
で
全
員
満
足
だ
っ
た
。

　
「
ど
ん
ち
」
巡
行
の
日
は
、一
ヶ
月

掛
け
て
製
作
し
て
き
た
神
輿
の
晴
れ

舞
台
で
あ
り
、
全
員
朝
か
ら
気
分
も

十
二
分
に
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。
各

ク
ラ
ス
、
テ
ー
マ
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を

持
っ
た
女
性
陣
が
先
導
し
、
男
性
の

担
ぐ
６
基
の
神
輿
が
運
動
場
を
練
り

歩
い
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
神
輿
に
は
、担

任
の
先
生
が
上
に
乗
り
気
勢
を
上
げ

る
。
少
々
出
来
が
良
か
ろ
う
が
悪
か

ろ
う
が
ク
ラ
ス
全
員
が
一
つ
に
な
っ

て
運
動
場
を
練
り
歩
く
だ
け
で
、
み

ん
な
気
分
は
ハ
イ
に
な
っ
た
。

　

昼
間
の
巡
行
だ
け
で
も
盛
り
上
が

る
の
だ
が
、
日
が
暮
れ
る
と
そ
の
神

輿
に
火
が
入
れ
ら
れ
燃
や
さ
れ
る
。

夜
空
に
６
基
の
神
輿
の
炎
が
燃
え
盛

り
、
気
分
は
最
高
潮
に
な
っ
て
ど
ん

ち
ゃ
ん
騒
ぎ
が
終
わ
る
。

　

で
も
こ
の「
ど
ん
ち
」に
は
後
日
談

が
あ
っ
て
、
期
間
中
に
少
々
は
し
ゃ

ぎ
過
ぎ
た
輩
が
問
題
を
起
こ
し
て
し

ま
い
、
そ
れ
が
原
因
で
我
々
の
年
が

最
後
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

文
／
片
桐
　
陽（
67
年
・
工
）

「どんち」での〝蒙古襲来 „

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
米
国
大
会
決
勝
を
観

戦
し
た
こ
と
。
世
界
最
高
峰
の
サ
ッ

カ
ー
と
フ
ァ
ン
の
熱
狂
を
目
の
当
た

り
に
し
た
上
に
、
Ｗ
杯
招
致
を
目
指

す
日
本
の
自
治
体
関
係
者
や
サ
ッ

カ
ー
協
会
関
係
者
と
出
会
い
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
、
サ
ッ
カ
ー
を
取
材

し
た
い
と
の
思
い
が
強
く
な
っ
た
。

　

帰
国
後
は
英
国
に
語
学
留
学
、
欧

州
を
一
人
で
巡
る
旅
に
も
出
た
。
費

用
捻
出
の
た
め
１
年
か
ら
始
め
た
ア

ル
バ
イ
ト
は
在
阪
放
送
局
京
都
支
局

の
カ
メ
ラ
助
手
。
京
都
の
社
会
問
題

や
伝
統
行
事
に
触
れ
、
ニ
ュ
ー
ス
感

覚
を
養
い
、
京
都
へ
の
愛
着
も
感
じ

る
よ
う
に
。
卒
論
は
サ
ッ
カ
ー
を
通

じ
た
地
域
振
興
を
テ
ー
マ
と
し
た
。

　

そ
う
し
て
新
聞
記
者
に
な
り
、
02

年
に
は
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
日
韓
大
会
の

取
材
を
経
験
。
サ
ッ
カ
ー
や
プ
ロ

野
球
の
担
当
な
ど
を
経
て
、
現
在
は

様
々
な
分
野
の
企
画
・
特
集
記
事
を

執
筆
し
て
い
る
。
３
年
前
に
東
京
に

転
勤
と
な
っ
た
の
だ
が
、
校
友
の
皆

様
に
は
温
か
く
接
し
て
い
た
だ
き
、

本
当
に
感
謝
し
て
い
る
。“
井
の
中
の

蛙
＂
が
確
か
な
夢
を
持
つ
こ
と
が
で

き
た
の
も
、
同
志
社
大
学
だ
っ
た
か

ら
こ
そ
。
こ
れ
か
ら
も
、
感
謝
と
誇

り
を
忘
れ
ず
に
歩
ん
で
い
き
た
い
。

　
「
井
の
中
の
蛙
大
海
を
知
ら
ず
」。

入
学
式
で
田
辺
校
舎
に
足
を
踏
み
入

れ
た
瞬
間
、
中
学
の
恩
師
の
言
葉
が

甦
っ
た
。
中
高
時
代
を
一
学
年
約
60

人
の
新
設
校
で
過
ご
し
た
私
は
、
大

勢
の
新
入
生
と
先
輩
ら
の
パ
ワ
フ
ル

で
自
由
な
雰
囲
気
に
圧
倒
さ
れ
た
。

　

専
攻
は
文
学
部
社
会
学
科
新
聞
学

専
攻
（
現
・
社
会
学
部
メ
デ
ィ
ア
学

科
）。
高
３
ま
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
て

い
た
が
、
膝
の
故
障
と
受
験
で
引
退
。

将
来
は
漠
然
と
マ
ス
コ
ミ
で
働
き
た

い
と
進
学
も
、
最
初
は
何
を
し
た
ら

い
い
か
も
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
全

国
か
ら
集
ま
っ
た
学
生
の
エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュ
な
活
動
ぶ
り
に
刺
激
を
受

け
、
自
分
が
将
来
何
を
し
た
い
の
か

を
真
剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
番
の
転
機
は
３
年
夏
の
94
年
にサッカーＷ杯米国大会決勝にて

（左から２人目が筆者）

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
観
戦
が
転
機
に

ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン
新
聞
社
　
記
者

槇
野
　
泉（
１
９
９
６
年・文
）

今
出
川
・
京
田
辺
四
季

そ
の
三
十
三
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「
春
の
集
い
２
０
２
０
」

今
年
度
開
催
中
止
の
お
知
ら
せ

「
春
の
集
い
２
０
２
０
」実
行
委
員
長　
吉
岡
哲
郎（
76
年・法
）

す
み
れ
亭 

昭
和
38
年
会
俳
句
会

手
花
火
の
ち
り
り
と
ま
る
く
落
ち
に
け
り	

平
野
　
豊
嗣

手
花
火
は
線
香
花
火
の
謂
。
少
量
の
発
光
剤
を
こ
よ
り
に
巻
き
込
み
、

火
を
つ
け
る
と
思
い
出
し
た
よ
う
に
燃
え
上
が
る
。
と
、
一
瞬
暗
転
。

だ
れ
に
も
あ
っ
た
幼
年
時
代
の
小
さ
な
事
件
。
み
ん
な
笑
っ
て
い
た
。

ち
り
り
の
措
辞
が
控
え
め
で
な
ん
と
も
美
し
い
。

（
選
評
：
あ
か
ぎ
倦
鳥
）

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事

態
宣
言
は
解
除
さ
れ
た
も
の
の
、
依

然
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
が
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
東
京
ジ
ャ
ー
ナ
ル
春
季
号

に
て
、
５
月
31
日
（
日
）
開
催
予

定
の
「
同
志
社
東
京
・
春
の
集
い

２
０
２
０
」
の
開
催
中
止
の
お
知
ら

せ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
収
束
状
況
を
継
続
注
視
し
、
皆

様
に
安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
る

環
境
が
整
え
ば
延
期
開
催
が
出
来
な

い
か
、検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。し

か
し
な
が
ら
、
緊
急
事
態
宣
言
解
除

後
も
、
私
た
ち
の
暮
ら
す
首
都
圏
で

は
新
規
感
染
者
が
増
加
し
て
お
り
ま

す
。

　

今
般
、こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、

安
全
・
安
心
を
担
保
し
た
開
催
が
困

難
と
判
断
し
、「
同
志
社
東
京
・
春
の

集
い
」の
今
年
度
開
催
は
正
式
に
中

止
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。誠
に
、残
念
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、皆
様
、ご
理
解
の
ほ
ど
、よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
「
同
志
社
東
京
・
春
の

集
い
２
０
２
０
」
の
開
催
に
向
け
多

く
の
皆
様
か
ら
多
大
な
ご
支
援
、
ご

協
力
を
頂
戴
し
て
ま
い
り
ま
し
た
事
、

感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

特
に
企
業
広
告
・
協
賛
広
告
・
名

刺
広
告
の
数
多
く
の
お
申
込
み
、
ス

ポ
ー
ツ
ユ
ニ
オ
ン
の
皆
様
か
ら
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
多
数
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
掲
載
用
原
稿
等
、
皆
様
の
お
陰
を

編　

集　

後　

記

　

毎
年
、
東
京
ジ
ャ
ー
ナ
ル
夏
号
の

巻
頭
記
事
は
「
春
の
集
い
」
で
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

よ
り
「
春
の
集
い
」が
中
止
に
な
り
ま

し
た
の
で
、今
年
の
夏
号
は
「
創
刊
30

周
年
記
念
号
」
に
致
し
ま
し
た
。

　
「
緊
急
事
態
宣
言
」
発
令
と
外
出
の

自
粛
要
請
を
受
け
、
同
志
社
大
学
で

は
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
入
構
が
制
限
さ

れ
て
各
窓
口
も
閉
鎖
、
授
業
は
原
則

と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
に
な

り
ま
し
た
。

　

経
済
的
に
困
窮
し
た
学
生
を
支
援

す
る
大
学
の
「
緊
急
対
応
策
」
が
発

表
さ
れ
、
校
友
会
で
も
１
人
暮
ら
し

の
学
生
に
、
飲
食
店
な
ど
で
使
え
る

ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

一
日
も
早
い
事
態
の
収
束
と
皆
様

の
ご
健
康
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。文

責
／
新
田
博
伸（
77
年・法
）

持
ち
ま
し
て
、
開
催
に
向
け
て
順
調

に
準
備
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
年
度
も
５
月
に「
同
志
社
東
京
・

春
の
集
い
」
の
開
催
を
計
画
し
て
お

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
今
年
度
同
様
引

き
続
き
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
わ
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、「
春
の

集
い
」
開
催
準
備
に
あ
た
り
、
多
大

な
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
大
学
、
校

友
会
、
企
業
、
団
体
、
個
人
の
皆
様

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
環
境
下
活
動
を
続
け
て
い
た

だ
い
た
昭
和
51
年
、
61
年
、
平
成
８

年
卒
業
の
実
行
委
員
の
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

訃
報

　

同
志
社
校
友
会
神
奈
川
県
支
部
長

の
竹
村
慶
三
さ
ん
（
70
年・法
、
校
友

会
理
事
、
東
京
校
友
会
評
議
員
）
が
、

６
月
６
日
（
土
）に
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

享
年
73
歳
。
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。
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